
 

  

 

 

 

令和５年６月改訂 

１ 小・中学校から竹田校への転学手続き 

→ 「入院」に伴い、年度途中に竹田校に転学する場合 

 

２ 竹田校から小・中学校への転学手続き 

→ 「退院」に伴い、年度途中に元の学校に戻る場合 

（退院後も通学を継続していた場合も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 特別支援学校にかかわる就学手続き ～ 
転学は、２週間以上の入院治療となる場合、又は入院中に医師から 

転学を勧められた場合、入院期間に限り一時的に行うことができます。 

＜転学について＞ 

  この資料は、「特別支援学校にかかわる就学

事務の手引き」（平成２６年４月 福島県教育委

員会）改訂版に基づき作成しています。 

 

  特別支援学校に転学する場合は、市町村教

育委員会が主催する教育支援委員会での審議

を経て、当該児童生徒が、学校教育法施行規則

第２２条の３の障がい区分に該当し、「認定特別

支援学校就学者」の判断を受ける必要がありま

す。 

  転学をお考えの場合は、在籍校と市町村教

育委員会に御相談いただくことになります。 



１ 小・中学校から竹田校への転学手続き 

（入院に伴い年度途中に竹田校に転学する場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 病弱・身体虚弱については別紙「Ⅴ 病弱・身体虚弱」を参照ください。 

※ 転学は、入院により竹田綜合病院で治療を受けている児童生徒が対象になります。 

会津支援学校 

竹田校 

在籍校 

小・中学校 

入院児童生徒 

保護者 

 

 

②転学に向けた

相談 

転学の判断（２週間以上の入院） 

（※病弱・身体虚弱であるという 

医師の診断が必要） 

 

市町村 

教育委員会 

（教育支援委員会） 

⑤学校長より 

速やかに通知 

（様式 F） 

県教育委員会 

（特別支援教育課） 
認定特別支援学校就学者の

認定をした場合 

⑥速やかに通知（様式 A） 

学齢簿の謄本（奥書証明） 

⑦就学通知（様式 C） 

⑦就学通知 

（様式 B） 

転学者情報 

の連絡 

 

③転学の意思表示 

④転学に係る事務手続き打ち合せ 

（転学日、事務文書等） 

 

①転学相談、 

学校見学等 

の連絡 

③転学の意思 

表示 

⑦就学通知 

（様式 D） 



 ２ 竹田校から小・中学校への転学手続き 

（退院に伴い年度途中に元の学校に戻る場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 病院を退院した後、主治医の意見により、快方まで自宅から竹田校に通学するようになった

児童生徒が、元の学校に戻る場合も同様の手続きを行います。  

 

 

在籍校 

小・中学校 

入院児童生徒 

保護者 

 

 

退院日の決定 

市町村 

教育委員会 

※転学に向けた 

相談 

④速やかに通知（様式 H） 

⑤速やかに 

小・中学校への

就学通知 

③速やかに 

通知 

（様式 G） 

② 転学に係る事務手続き打ち合わせ

（転学日、事務文書等） 

①退院時期 

の連絡 

会津支援学校 

竹田校 

県教育委員会 

（特別支援教育課） 

病棟 

①退院の

連絡 

➅元の学校に

登校 



 

※別紙「Ⅴ 病弱・身体虚弱」 



 


